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求められる配慮の内容も，物理的なバリアフリー化だけで
なく，情報保障，コミュニケーション支援，学習方法の調
整など，より個別で多様なものとなっている。
　しかし，こうした社会的な要請と学生のニーズの高まり
に対し，多くの大学における支援体制の整備は多くの課題
を抱えているのが実情である。特に，講義内容をリアルタ
イムで保障するためのノートテイクや手話通訳といった人
的支援は，その運用において構造的な困難を伴う。
　第一に，支援を担う人材の確保と，その専門性を育成・
維持するための人的・経済的コストの問題である。専門的
な訓練を受けた支援者の数は限られており，全ての授業に
配置することは財政的にも，また人材確保の面でも困難な
場合が多い。
　第二に，支援の質の担保と均質化の課題である。支援は
人の手で行われる以上，その質は支援者のスキルや経験，
その日の体調によって変動することは避けられない。特に，
医学や理工学，法学といった高度な専門知識が要求される
講義において，専門用語や複雑な概念を正確かつニュアン
スまで含めて伝達することは，分野外の支援者にとっては
至難の業である。この質のばらつきは，学生が受け取る情
報の正確性に直接影響し，学修機会の不平等を招きかねな
い。
　第三に，支援の即時性と柔軟性の課題も存在する。合理
的配慮の提供には，本来，学生の障害特性を正確にアセス

１．はじめに

１．１　高等教育における合理的配慮の現状と課題

　今日の高等教育機関は，多様な学生が共に学ぶインク
ルーシブな環境であることが強く求められている。その法
的基盤となっているのが，2016年4月に施行された「障害
を理由とする差別の解消の推進に関する法律」（障害者差
別解消法）である。この法律により，大学等の教育機関に
おいても，障害のある学生に対する合理的配慮の提供が法
的義務となった。合理的配慮とは，障害のある者が他の者
と平等に学びや生活の機会を確保するため，必要かつ適切
な調整や変更を施すことであり，その実施が大学等に対し
て過度な負担とならない範囲で行われるべきものとされて
いる（独立行政法人日本学生支援機構，2019）。本研究に
おいて，合理的配慮は単なる物理的な障壁の除去に留まら
ず，すべての学生が等しく教育課程に参加し，その能力を
最大限に発揮できるための教育的環境の最適化として位置
づける。
　近年の大学では，在籍する障害学生の数が増加し続けて
いるだけでなく，その障害種別も多様化している。従来か
ら支援が行われてきた視覚障害や聴覚障害，肢体不自由の
ある学生に加え，近年では発達障害（自閉スペクトラム症，
注意欠如・多動症，限局性学習症など）のある学生の在籍
が顕著に増加している（文部科学省，2024）。これにより，
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メントする必要があるが，診断や所見の確定には時間がか
かり，入学直後など，学生が最も支援を必要とする時期に
提供が間に合わないケースも少なくない。また，急な休講
や教室変更といった，大学で日常的に発生する事態に対し
て，人的支援のスケジュールを柔軟に再調整することは，
多くの手間を要する。
　これらの課題は，従来の人的支援モデルが，増大・多様
化するニーズに対して限界を迎えつつあることを示唆して
いる。全ての学生の学ぶ権利を保障し，持続可能で質の高
い支援体制を構築するためには，これまでのあり方を見直
し，技術を活用した新しい支援の仕組みを構築することが
求められている。

１．２　課題解決に向けた技術的アプローチ

　前述した合理的配慮提供における構造的課題を解決
するため，AI 技術を活用した合理的配慮提供システ
ム（Reasonable Accommodation System for Intelligent 
Access, 以下 RAIA）を開発した（今野ら，2025）。RAIA
は，AI による音声認識技術を用いて教員の発言をリアル
タイムで文字化し，受講生の端末に配信することで，人的
支援に依存しない網羅的かつ均質な情報保障を目指してい
る。また，システムの運用や，音声認識の精度を維持・向
上させるための辞書作成プロセスにも AI を導入し，これ
まで教職員の経験や労力に頼らざるを得なかった作業を支
援・自動化する。

１．３　先行研究の位置づけと本研究の新規性

　国内における障害学生支援の現状として，日本学生支援
機構の調査によれば，支援ニーズの多様化に伴い，特に専
門性の高い支援者の不足や，突発的な支援要請への対応困
難さが指摘されている（独立行政法人日本学生支援機構，
2024）。これまでも ICT を活用した聴覚障害学生支援とし
て，既存の音声認識アプリや議事録作成ツールの活用が試
みられてきた。しかし，一般的な字幕アプリは個人の自助
努力に依存する側面が強く，大学全体の組織的な支援とし
て一元管理することが難しい。また，専門用語の登録や共
有に手間がかかり，講義ごとの認識精度のばらつきが生じ
るという課題があった。
　これに対し，本研究で提案する RAIA は，大学組織と
しての運用を前提に設計されている点で既存のツールと一
線を画す。具体的には，人的支援（ノートテイク等）にお
ける人材確保と質のばらつき，一般的 ICT ツールにおけ
る管理の煩雑さと専門用語への対応力不足という課題に対
し，RAIA は AI による辞書生成の自動化と支援の均質化・
即時化によって解決をはかるものである。本システムは，
個別のアプリ導入ではなく，教育環境そのものをシステム
として最適化し，教職員の負担を軽減しつつ，全ての学生
に質の高い情報保障を提供することを目的としている。

２．目　的

　本研究では，RAIA を合理的配慮を必要とする学生への
支援として，教育現場で効果的に活用するための具体的な
方法を示すことを目的とする。その際，各機能の紹介に留
まらず，支援を提供する教職員と支援を受ける学生，それ
ぞれの視点から，各機能をどのような場面で，どのような
意図を持って利用すれば情報バリアの低減に繋がるかを示
す。
　また，RAIA を利用することで学習者に与える教育的意
義について考察する。本稿において教育的意義は，学習成
果の向上：講義内容の正確な理解と知識の定着，学習意欲
の向上：学習性無力感の克服と前向きな学習態度の形成，
心理社会的側面の改善：クラスへの所属感や自己肯定感の
向上，として定義し，検討を行う。

３．AI 技術と連携した合理的配慮提供シス
テムRAIAの活用方法

　RAIA を効果的に活用するための基本的な操作や教職
員・学生それぞれの使用者に応じた利用方法を以下に詳述
する。

３．１　利用準備

　RAIA の利用は，Web ブラウザを通じて行う。教職員
と正課生は，ログイン画面の「愛媛大学シングルサインオ
ンへ」ボタンから学内の認証基盤を通じてログインする。
正課外教職員および正課外生は，個別に発行されたユーザ
ID とパスワードを入力してログインする。パスワードを
忘れた場合は，ログイン画面下部のリンクから再設定手続
きが可能である。
　マイページ（図1）がログイン後の画面となる。画面左
側には「全体お知らせ一覧」が表示され，右側のボタンエ
リアから「音声を入力する」「文字起こしを見る」などの
主要機能へアクセスする。また，画面右上のヘッダーメ
ニューからは，ユーザ情報変更，アクセシビリティ設定，
管理者向けメニュー，ログアウトなどの機能が利用できる。

３．２　教職員による活用

　教職員による活用は，準備段階，実践段階，評価・改善
段階の3つの段階に分けられる。

３．２．１　準備段階，音声認識辞書の作成と管理

　質の高い情報保障には，事前の準備が重要である。
RAIA における音声認識辞書の作成は，専門用語が新たな
情報バリアとなる事態を防ぐための工程であり，合理的配
慮の計画において重要な位置を占める。これらは管理メ
ニュー（図2）から行う。図2に示す管理メニューは，教
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図２　管理メニュー

図３　文字認識ファイル取込画面

図４　形態素解析によって抽出した単語候補一覧

 

図５　単語編集画面

員が必要な機能に直感的にアクセスできるよう設計されて
おり，ICT リテラシーに依存せず，最小限の労力で支援
準備が整えられるよう配慮されている。これにより，教員
の負担感を軽減し，持続的な支援提供を可能にする教育的
基盤となっている。

図１　マイページ
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１）授業資料からの辞書作成

　RAIA には，アップロードした授業資料から AI が単語
を自動抽出する機能がある。
　１．ファイルのアップロード：管理メニューから「授業

資料を読み込んで単語を登録する」を選択する。表示
された文字認識ファイル取込画面で，作成する辞書の
適用先（システム全体／個人専用）を選び，授業で用
いる資料（PowerPoint, Word, PDF）をアップロード
する。ファイルの一部ページのみを対象とすることも
可能である（図3）。

　２．候補リストの編集：アップロード後，音声認識辞書
データ取込画面に遷移し，AI が資料内から形態素解
析によって抽出した単語の候補が一覧表示される（図
4）。教員はここで，登録したい単語の「登録選択」
チェックボックスをオンにし，「かな（読み仮名）」が
異なる場合は「編集」ボタンから修正する。複数の単
語を連結して一つの複合語として登録する機能も備え
ている。また，「重要単語」に指定することで，認識
時に優先的に使用させることができる（図5）。

　３．辞書の確定と反映：編集後，「更新する内容を確
かめる」ボタンで辞書を保存する。最後に，必ず

「AmiVoice 辞書更新処理」を実行することで，音声
認識エンジンに内容が反映される。この処理を忘れる
と，登録した内容が認識に利用されないため注意が必
要である。

２）手動での辞書修正・追加

　自動抽出された辞書を手動で修正したり，リストにない
単語を個別に追加したりすることも可能である。
　１．辞書の検索：管理メニューから「音声認識辞書を編

集する」を選択する。音声認識辞書登録検索画面で，
編集したい辞書（システム全体／個人専用）を選び，
形態素や読みをキーに検索する。

　２．辞書の編集：検索結果が一覧表示されたら，「新規
辞書追加」ボタンで新しい単語を登録するか，既存の
単語の「編集」ボタンで修正画面を開く。編集画面で
は，形態素，品詞，かな，重要単語指定などを細かく
設定できる。

　３．Excel での一括登録：テンプレートファイルをダウ
ンロードし，それに沿って作成した Excel ファイルを
アップロードすることで，多数の単語を一括で登録・
更新することも可能である。

３．２．２　実践段階，リアルタイム文字起こしの配信

１）単一話者による文字起こし配信

　マイページから「音声を入力する」を選択し，共有開始
画面で音声認識名（例：〇〇学概論第1回）を設定し，使
用する辞書（システム全体／個人専用）を選択して「共有

開始」をクリックする。次の音声認識画面で「音声認識開始」
ボタンを押すと，教員の発話がリアルタイムで文字に変換
され，受講学生の端末へ配信される。配信中もマイクの感
度などを調整可能である（図6）。図6の音声認識画面は，
教員が自身の発話がどのように認識されているかをリアル
タイムで確認できるインターフェースとなっている。これ
により，教員自身が発話速度や明瞭さを意識するフィード
バック効果が生まれ，結果として授業全体の伝わりやすさ
が向上するという教育的効果も期待される。

２）複数人の音声認識

　パネルディスカッションや学生のグループ発表など，複
数の話者が存在する場面では本機能が有効である。セッ
ションは，開始を担当するホストと，参加者であるゲスト
によって構成される。
　まず，主となる教職員（ホスト）がマイページから「複
数人で音声を入力する（ホスト）」を選択し，セッション
名を設定して音声認識を開始する。他の参加者（ゲスト）は，

「複数人で音声を入力する（ゲスト）」から参加したいセッ
ションを選択する。これにより，各々の発話が，話者名と
共に時系列で文字起こしされ，誰の発言かが明確に区別さ
れる。この機能は学生もゲストとして利用可能である。

３．２．３　評価・改善段階，文字起こし結果の活用

　授業後に文字起こし結果を確認・編集する機能は，提
供した合理的配慮の質を評価・改善する上で重要である。

「文字起こし結果を確認する」メニューから過去の授業記
録を選択すると，音声認識結果画面で音声認識結果と編
集用のテキストボックスが表示される。ここで明らかな
誤変換を修正し保存することで，記録の正確性を高める
ことができる（図7）。さらに，修正したテキストから，

 

 

図６　音声認識画面



－ 13 －

AI 技術と連携した合理的配慮提供システム RAIA の活用法と教育的意義に関する考察

「音声認識結果から音声認識辞書を作成」ボタンを押すこ
とで，次回の授業のための辞書を新たに作成することも可
能であり，配慮の質を継続的に向上させるサイクルを回す
ことができる。

４．考　察

　本稿で詳述した RAIA の各機能は，単に情報へのアク
セスを保障する技術的支援に留まらず，合理的配慮を必要
とする学生の学習プロセスそのものに深く関わり，その質
的変容を促す教育心理学的な意義を持つと考えられる。そ
こで本章では，RAIA の機能と教育心理学理論との対応関
係を整理し，三つの観点からその教育的意義を考察する。

４．１　RAIA の設計原理と UDL の実践（システム機能と

UDL 理論の対応）

　本システムの教育的価値は，特定の学生への事後的な配
慮としてだけでなく，ユニバーサル・デザイン・ラーニン
グ（UDL）を具現化する実践ツールとして捉えることで，
その意義が見出される。UDL は，学習者の多様性を前提
とし，全ての人が参加しやすいようにあらかじめ学習環境
をデザインするという考え方である。その基本原則である

「複数の方法で情報を提示する」「複数の方法で表現・行動
できるようにする」「複数の方法で関心を引きつけ，意欲
を維持する」という3点において，RAIA は有効な選択肢
を提供する。
　RAIA のリアルタイム文字起こし機能は，UDL の第一
原則である情報の提示方法を，視覚と聴覚のマルチモーダ
ル化によって拡張するものである。また，保存された文字
起こし記録は，学生がレポートを作成したり，内容を要約
したりといった多様な表現・行動の基盤となる資料を提供
する。そして，これらの選択肢が提供されること自体が，
学習者の関心と意欲を引き出す複数の関与に繋がる。こ
のように RAIA は，特定の学生への個別対応に留まらず，
多様な学生が参加できる授業設計そのものを支援するツー
ルとして位置づけることができる。

４．２　学習意欲の再構築（自己決定理論の三要因との関

連）

　長年にわたり学業上の困難を経験してきた障害のある
学生は，「どうせ努力しても無駄だ」という学習性無力
感に陥っている場合が少なくない（Seligman ＆ Maier，
1967）。これは，自身の行動と結果の間に随伴性を見出せ
ず，成功を信じられなくなる心理状態であり，学習からの
回避や意欲の低下を招く深刻な課題である。RAIA の導入
は，この負のサイクルを断ち切るための心理的介入となり
得る。
　学習性無力感の克服には，失われた統制感を取り戻すこ
とが重要である。これまで「聞いても分からなかった」学
生が，RAIA という手段を用いることで「講義内容が理解
できる」という成功体験を得ることは，自分の行動（RAIA
を使う）で，結果（理解できる）は変えられるという行動
と結果の随伴性を再認識させ，状況は自分の力でコント

図７　音声認識結果画面

３．３　学生による活用

３．３．１　授業での利用

　学生は，マイページから「文字起こしを見る」を選択し，
音声認識受信選択画面で現在配信中の講義一覧から受講す
る講義を選ぶことにより，教員が配信する文字起こし情報
をリアルタイムで受信できる。受信画面は，起動時には文
字が見やすい拡大表示となり，通常表示に切り替えること
も可能である。

３．３．２　学習環境の個別最適化

　RAIA のアクセシビリティ設定機能は，画一的な支援か
ら個別最適化された支援を可能にすると考えられる。学生
は右上のメニューから設定画面にアクセスし，自らの操作
で，文字の拡大率（1.0〜2.0倍）や，画面の配色（システ
ム標準色／ブラウザ標準色）を自由に変更できる（図8）。

 

図８　アクセシビリティ設定画面

３．３．３　授業後の活用とサポート

　授業の文字起こし記録は，復習のための学習リソースと
なる。授業中に全ての情報を処理しきれなかった学生も，
授業後にテキストをじっくりと読み返すことで，理解が不
十分だった点を補い，知識を定着させることができる。ま
た，操作方法などで不明な点が生じた場合，学生は画面下
部の「コールセンター」リンクから，AI チャットボット
による自動応答や，FAQ 検索，有人オペレーターへの問
い合わせといったサポート機能を利用することができる。
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ロール可能だという感覚を回復させる。この感覚は，失敗
の原因を「自分には能力がないからだ」といった内的で固
定的・統制不能なものに帰属させるのではなく，「支援ツー
ルを使えば大丈夫だ」といった，より適応的な原因帰属へ
と変化を促す可能性がある。
　また，自己決定理論（Ryan & Deci，2000）の視点から
見れば，RAIA の機能は以下のように学習者の基本的心理
欲求の充足に対応しているといえる。第一に，自律性の充
足である。アクセシビリティ設定を自ら調整できる機能は，
学生に「自分の学びの環境は自分で決める」という自律的
な学習態度を支援する。第二に，有能感（達成感）の充足
である。情報保障によって授業内容を理解し，課題を遂行
できるという経験は，学業における肯定的な自己効力感を
育む。第三に，関係性の充足である。授業内容をリアルタ
イムに把握できることで，クラスの議論に参加したり，友
人と意見交換したりすることが容易になり，クラスの一員
としての所属感を高めることに繋がる。
　こうした「理解できた」という達成経験と，「自分で調
整できる」という自己決定の経験の積み重ねが，学習性無
力感を克服し，学業へのポジティブな態度を再構築してい
く上で，教育的な意義を持つと考えられる。RAIA は情報
保障を通じて，学習への意欲そのものを回復・維持させる
心理的な支援ツールとしての働きを担うのである。

４．３　教育環境への波及効果と「学習する学校」（クラス

全体への影響）

　最後に，本システムの教育的意義について，ピーター・
センゲ（2014）が学習する組織の概念を学校教育に応用し
た学習する学校という考え方を参考に検討する。センゲに
よれば，継続的に学習が生まれる学校環境は，「自己マス
タリー」「メンタルモデル」「共有ビジョン」「チーム学習」
そしてそれらを統合する「システム思考」という五つの要
素によって支えられるとされる。RAIA は，単に情報を保
障するだけではなく，これらの要素が教室で育まれるため
の一つのきっかけになると考えられる。
　まず，RAIA は，教室の中に存在するかもしれない無意
識のメンタルモデルに変化を与える可能性がある。メンタ
ルモデルとは，私たちが物事をどのように捉え，行動する
かを方向づける固定観念や思い込みを指す。例えば，「聴
覚に障害のある学生は，講義形式の授業では，どうしても
話を聞くことに集中せざるを得ず，受け身になりやすい」
といった考えが，教員や他の学生，あるいは学生自身の中
に存在することがある。RAIA は，リアルタイムで文字情
報を提供するという形で，その前提とは異なる状況を生み
出す。これにより，「適切な支援があれば，障害の有無に
よらず，誰もが自分のペースで学習に参加できる」という
新しい考え方を持つきっかけを提供する。このことは，学
生が自身の可能性を再認識し，自律的に学習に取り組む自

己マスタリーにも繋がる。自分の力で情報にアクセスし，
後からでも内容を繰り返し確認しながら理解を深めていく
経験は，学習に対する前向きな姿勢を育むことにも繋がる
だろう。
　次に，RAIA はチーム学習が成立するための環境に影響
を与える。センゲは，チーム学習の基礎として，互いの考
えの背後にあるものを探求し合う対話をあげている。しか
し，聴覚情報へのアクセスが難しい学生は，これまで会話
の文脈をリアルタイムで把握することが難しく，こうした
対話に参加しにくい状況にあった。RAIA は，全ての学生
に共通のテキスト情報を提供することで，誰もが対話に参
加しやすくなるための土台を作る。話の流れを文字で追い，
内容を正確に理解することで，自身の意見を適切なタイミ
ングで表明しやすくなる。その結果，これまで共有されに
くかった視点や意見がチームにもたらされることになる。
これにより，多様な考えが交わされることで，新たな気づ
きが生まれやすくなる。
　このように RAIA は，情報へのアクセスを改善するこ
とを通じて，教室内の固定観念を見直すきっかけを作り，
学生個人の主体的な学習を支え，そしてクラス全体の対話
を促すことに関わっている。そして，この一連の変化を統
合するのが，センゲが最も重視するシステム思考である。
これは，特定個人の意識や努力だけに働きかけるのではな
く，学習環境の構造そのものを変革するという発想に他な
らない。RAIA は，教室内の情報フローという構造的な問
題に介入し，これまで参加が滞りがちだった学生を円滑な
対話の好循環へと導く。学生個人の主体性にのみ依存する
のではなく，誰もが自然に参加し，学び合えるような情報
環境というシステムを構築することで，クラス全体が自律
的に学習する「学習する学校」が成立する。RAIA は，そ
のためのシステム的な土台を整える，具体的な手段と位置
づけることができるだろう。

５．まとめ

　本稿では，AI 技術と連携した合理的配慮提供システム
RAIA を，合理的配慮を必要とする学生を支援するための
ツールとして，教育現場で効果的に活用するための具体的
な方法を，教職員と学生双方の視点から詳述した。さら
に，その活用がもたらす教育的な意義について，三つの観
点から多角的に考察した。第一に，RAIA は特定の学生へ
の配慮に留まらず，ユニバーサル・デザイン・ラーニング

（UDL）を具現化し，多様な学習者に対して複数の情報提
示方法を提供する実践的なツールであることを示した。第
二に，学習性無力感の克服という観点から，RAIA が学生
に失われた統制感を取り戻させ，学習意欲を回復させる心
理的な支援ツールとしての側面を持つことを明らかにし
た。第三に，ピーター・センゲの学習する学校の理念を援
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用し，RAIA が単に個人の学習を支援するだけでなく，学
生個人の主体性にのみ依存しない，誰もが自然に参加し学
び合える情報環境というシステムを構築することで，クラ
ス全体が自律的に学習する環境の実現に貢献しうると論じ
た。
　本研究の限界として，本稿で示した成果は特定機関にお
けるシステム導入の実践に基づく考察であり，長期的な学
習効果の定量的な検証は今後の課題である。また，RAIA
の導入が教職員の意識変容や学生間の相互作用に与える影
響について，今後は教職員や学生へのヒアリング等を通じ
た運用事例の蓄積と分析が求められる。
　RAIA は，その機能を十分に理解し，意図を持って活用
することで，単なる情報保障ツールから，学習者の認知的
なバリアを低減し，主体的な学びを促す有効な教育ツール
へと昇華する。今後は，本稿で述べた活用法を基にした実
践を進め，その学習効果を実証的に検証していくことが重
要な課題である。これらの実践と研究を通じて，全ての学
生にとって真にインクルーシブな教育環境の実現に貢献し
ていきたい。
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